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⼈⼯神経接続

⼈⼯神経接続でできること、
・切断された神経結合を再結合する
・既存の神経結合を強化する
・新規の神経結合を付与する

神経⽣理学、医学、リハビリ、⼼理学、スポーツ科学、理⼯学のバックグラウンドを歓迎
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